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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は MAGEA 遺伝子ファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーは、互いに 50～80% の配列同一性を持つタンパク質をコードします。MAGEA 遺伝子のプロモーターと最初のエクソンにはかなりの多様性が見られ、この遺伝子ファミリーの存在により、同じ機能を異なる転写制御下で発現できることを示唆しています。MAGEA 遺伝子は染色体位置 Xq28 に密集しています。これらは、先天性角化異常症などのいくつかの遺伝性疾患に関連しています。この MAGEA 遺伝子は、他のファミリーメンバーと比較して C 末端が切断されたタンパク質をコードしており、この遺伝子は擬似遺伝子であると解釈することもできます。この遺伝子レコードでは、タンパク質は文献で定義されている想定されるタンパク質コード状態に従って表されています。この遺伝子と上流のメラノーマ抗原ファミリー A、10 (MAGEA10) 遺伝子の間には、リードスルー転写が存在します。 [機能:不明ですが、腫瘍の形質転換や進行に関与している可能性があります。,類似性:1つのMAGEドメインを含みます。,組織特異性:黒色腫、頭頸部扁平上皮癌、肺癌、乳癌など、さまざまな種類の腫瘍で発現していますが、精巣以外の正常組織では発現していません。,
	研究分野
	-
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	MAGEA5抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MAGEA5 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	MAGE-A5ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

